１　プラスチック製容器包装分別収集の必要性
（１）前回（平成１３年９月７日）の答申内容
　  ア　市民が分別排出するに当たり複雑な法律内容
　  イ　複合素材の容器・包装が多く区別が困難
　　ウ　収集、選別に膨大な費用を要する
　　エ　物へのリサイクルは技術的に確立されていない
　【答申】
　　　｢分別収集費のコスト減やリサイクル技術の進歩等リサイクル環境
が整備されるまでは、その他プラスチックを焼却することによって
発電、熱エネルギーの有効利用を図っていくことが現状でもっとも
効果的な処理方法である。」
（２）リサイクル環境の変化
　　ア　各法令の整備
①平成１８年６月　容器包装リサイクル法の改正（第６条）
・市町村は、容器包装廃棄物の分別収集に必要な措置を講ずるよう努めなければならない。
・市町村は、容器包装廃棄物の排出抑制及び分別収集適合基準の再　　商品化を促進するよう必要な措置を講ずることに努めなければならない。
  　 　② 平成１８年１２月　容器包装廃棄物の排出並びにその分別収集
及び分別基準適合物の再商品化の促進等に関する基本方針（３）
　　　　（市町村の取組）
　　　　 ・現在分別集収集されていない種類の容器包装廃棄物についても分         別収集の計画的かつ適切な実施を図ることが必要である。
　　 
  ③ 廃棄物処理法（第４条第４項）　
　　　・国及び地方公共団体は、廃棄物の排出を抑制し、国民及び事業者の意識の啓発を図るよう努めなければならない。　　
　  　④ 平成２０年６月 地球温暖化対策推進法の改正
      ・特例市以上の自治体に対して地方公共団体実行計画に地域の排出抑制の推進などを盛り込むことが義務づけられた。
　　イ　容器包装リサイクル協会の再商品化技術の向上
　　　・マテリアルリサイクル（材料リサイクル）率が向上した。
　　　　パレット、プラスチック版、再生樹脂、擬木などの材料としてリサイクルされている。
　　　・ケミカルリサイクル技術が確立してきた。
　　 　 油化、ガス化、高炉還元剤、コークス化学原料などの原料としてリサイクルされている。
　　ウ　京都議定書の発効（２００５年）
　　　・地球温暖化防止のため二酸化炭素排出の削減に取組むこと。
　　エ　県下の自治体の多くが、プラスチック製容器包装の分別収集を実施している。（県下３５市のうち３１市が実施:平成18年度調査）
（３）分別収集の効果
　　ア　容器包装廃棄物の再商品化ができる。
　　イ　ごみの減量ができる。
　　　・燃やせないごみが約３，０００ｔ削減できる。
　　　・ごみの分別収集により、市民のごみ処理に対する意識が向上され、さらなるごみの減量に繋がる。
　　ウ　二酸化炭素排出量が約６，８００ｔ削減できる。
　　　・春日井市役所地球温暖化対策実行計画に基づく地方自治体の温室
効果ガスの排出抑制に寄与できる。
　　　・石油等の化石燃料が節約できる。
    エ　廃棄物処理施設の延命ができる。
 　 オ　法令の趣旨に沿った廃棄物処理ができる。
（４）課題
（ア）経費負担
　収集運搬、選別保管の経費比較表
	種　　別
	　直営収集運搬、
直営選別保管
	　委託収集運搬、
直営選別保管
	　委託収集運搬、
委託選別保管

	収集運搬経費
	121,300千円
	110,000千円
	110,000千円

	選別保管経費
	140,286千円
	140,286千円
	130,200千円

	合　　計
	261,586千円
	250,286千円
	240,200千円


プラスチック分別収集に係る経費と削減額比較表
	項　　目
	経　　費
	削減額
	差　　額

	経済比較
	240,200千円
	49,540千円
	＋190,660千円


（イ）市民の負担
　　プラスチック製容器包装分別収集に伴う対象物と出し方
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